

































































































































































































































































































































































































































1．グループワークは効果的である M 4.28 3.86
SD 0.79 0.77
2．グループワークを通じてできるようになったことは多い M 3.88 3.45
SD 0.67 0.80
3．グループワークを通じて授業に積極的に参加した M 4.20 3.91
SD 0.82 0.92
4．自宅学習をした M 3.88 3.23
SD 0.93 0.92
5．グループワークは楽しかった M 4.16 4.14
SD 0.85 0.99
6．グループワークは難しいと感じた M 4.12 4.09
SD 0.83 0.97
7．発表を終えて達成感がある M 4.08 4.13
SD 0.70 0.89
8．発音が上手くなった M 3.28 3.55
SD 1.06 0.67
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註
1 第一外国語として履修している学生も含まれている。
2 本来暗誦は新たに文章を作り出したりしないためプロジェクト授業とは言えないが，ドイツ語の学
習時間が少ないことから，聞き手に「伝える」ことを意識することで，内容把握のためや発音を意
識することで，学習の初期段階には多くの学びをもたらすことがある（梶浦 2015）ため，本授業
ではプロジェクトの課題として容認した。
3 括弧内は筆者による補足。
